


















































































 ２０１９年度　シラバス

ペットトリマー&ドッグトレーナー専攻

（Ｐｒａｃｔｉｃｕｌ　Ｔraining） 45 開講区分 前期

専攻名 ペットトリマー&ドッグトレーナー専攻 （３） 曜日・時限 随時

１回目

２回目

３回目

４回目

５回目

６回目

７回目

８回目

９回目

１０回目

１１回目

１２回目

１３回目

１４回目

１５回目

準備学習
時間外学習

評価方法

日々の業務における日報を就職内定先に提出し、就職内定先の方との面談による振り返りを行い、業務の習得度合いで評価を行う（100%）。

　【使用教科書・教材・参考書】　


就職内定先において業務経験を積む　（１０）

就職内定先において業務経験を積む　（１１）

就職内定先において業務経験を積む　（１２）

これまでの業務のまとめと振り返り

今後の課題とその対策をまとめる

業務中に学んだこと、気づいたことなど、メモした内容を、ノート、word、excel、にまとめる。

2．就職内定先で業務を行う上で必要な専門知識・技術を身につけ、就職内定先に貢献できる人材になる。

3．就職内定先で業務を行う上で必要なコミュニケーション力を身につけ、就職内定先に貢献できる人材になる。

就職内定先において業務経験を積む　（９）

授　業　計　画　　・　　内　容

就職内定先において業務経験を積む　（１）

就職内定先において業務経験を積む　（２）

就職内定先において業務経験を積む　（３）

就職内定先において業務経験を積む　（４）

就職内定先において業務経験を積む　（５）

就職内定先において業務経験を積む　（６）

これまでの業務のまとめと振り返り

就職内定先において業務経験を積む　（７）

就職内定先において業務経験を積む　（８）

就職内定者を対象に、就職内定先で実践的な研修など現場経験を積むことで、卒業時に即戦力として活躍できるようになる。

　【到達目標】　

１．就職内定先で業務を行う上で必要な経験を積み、卒業時には即戦力として活躍できる人材になる。

　【授業の学習内容】　

科 目 名
（英語表記）

内定者研修
必 修
選 択

必修選択 年 次 卒業年次 担当教員 就職内定先企業

授 業
形 態

演習
総時間
（単位）



 ２０１９年度　シラバス

ペットトリマー&ドッグトレーナー専攻

（Ｐｒａｃｔｉｃｕｌ　Ｔraining） 45 開講区分 後期

専攻名 ペットトリマー&ドッグトレーナー専攻 （３） 曜日・時限 随時

１回目

２回目

３回目

４回目

５回目

６回目

７回目

８回目

９回目

１０回目

１１回目

１２回目

１３回目

１４回目

１５回目

準備学習
時間外学習

評価方法

就職内定者を対象に、就職内定先で実践的な研修など現場経験を積むことで、卒業時に即戦力として活躍できるようになる。

　【到達目標】　

１．就職内定先で業務を行う上で必要な経験を積み、卒業時には即戦力として活躍できる人材になる。

　【授業の学習内容】　

科 目 名
（英語表記）

内定者研修
必 修
選 択

必修選択 年 次 卒業年次 担当教員 就職内定先企業

授 業
形 態

演習
総時間
（単位）

2．就職内定先で業務を行う上で必要な専門知識・技術を身につけ、就職内定先に貢献できる人材になる。

3．就職内定先で業務を行う上で必要なコミュニケーション力を身につけ、就職内定先に貢献できる人材になる。

就職内定先において業務経験を積む　（９）

授　業　計　画　　・　　内　容

就職内定先において業務経験を積む　（１）

就職内定先において業務経験を積む　（２）

就職内定先において業務経験を積む　（３）

就職内定先において業務経験を積む　（４）

就職内定先において業務経験を積む　（５）

就職内定先において業務経験を積む　（６）

これまでの業務のまとめと振り返り

就職内定先において業務経験を積む　（７）

就職内定先において業務経験を積む　（８）

日々の業務における日報を就職内定先に提出し、就職内定先の方との面談による振り返りを行い、業務の習得度合いで評価を行う（100%）。

　【使用教科書・教材・参考書】　


就職内定先において業務経験を積む　（１０）

就職内定先において業務経験を積む　（１１）

就職内定先において業務経験を積む　（１２）

これまでの業務のまとめと振り返り

今後の課題とその対策をまとめる

業務中に学んだこと、気づいたことなど、メモした内容を、ノート、word、excel、にまとめる。



 ２０１９年度　シラバス

ペットトリマー&ドッグトレーナー専攻

（Advanced　Research　Project　from　ａ　Workplace） 90 開講区分 前期

専攻名 ペットトリマー&ドッグトレーナー専攻 （６） 曜日・時限 随時

１回目

２回目

３回目

４回目

５回目

６回目

７回目

８回目

９回目

１０回目

１１回目

１２回目

１３回目

１４回目

１５回目

準備学習
時間外学習

評価方法

就職内定者を対象に、就職内定先から従来の業務を改善する課題をいただき、どのような改善を行うことが作業の効率化が図れるか、これまで身につけた専門知識
技術を総合的に発揮できるようになる。

　【到達目標】　

１．就職内定先の業務を把握することができる。

　【授業の学習内容】　

科 目 名
（英語表記）

特別研究課題
必 修
選 択

必修選択 年 次 卒業年次 担当教員 就職内定先企業

授 業
形 態

演習
総時間
（単位）

２．業務の改善を必要とする課題を見つけ報告ができる。

就職内定先の業務を把握するために現場での経験を積む　（10）

授　業　計　画　　・　　内　容

就職内定先の業務を把握するために現場での経験を積む　（1）

就職内定先の業務を把握するために現場での経験を積む　（２）

就職内定先の業務を把握するために現場での経験を積む　（３）

就職内定先の業務を把握するために現場での経験を積む　（４）

就職内定先の業務を把握するために現場での経験を積む　（５）

就職内定先の業務を把握するために現場での経験を積む　（６）

就職内定先の業務を把握するために現場での経験を積む　（７）

就職内定先の業務を把握するために現場での経験を積む　（８）

就職内定先の業務を把握するために現場での経験を積む　（９）

現場経験を積む中で、業務日報を毎日記入して提出し現場担当者に見てもらいながらディスカッションを重ねる。また、それらから業務改善の課題を絞り
報告内容によって評価する（100%）。

　【使用教科書・教材・参考書】　


現場経験から業務の改善を必要とすることを見つける　（１）

現場経験から業務の改善を必要とすることを見つける　（２）

業務の改善を必要とすることを課題としてまとめる　（１）

業務の改善を必要とすることを課題としてまとめる　（２）

業務の改善を必要とすることを課題を報告する

現場経験を積みながら、業務内容をメモしたものを、ノート、word、excelにまとめる。



 ２０１９年度　シラバス

ペットトリマー&ドッグトレーナー専攻

（Advanced　Research　Project　from　ａ　Workplace） 90 開講区分 後期

専攻名 ペットトリマー&ドッグトレーナー専攻 （６） 曜日・時限 随時

１回目

２回目

３回目

４回目

５回目

６回目

７回目

８回目

９回目

１０回目

１１回目

１２回目

１３回目

１４回目

１５回目

準備学習
時間外学習

評価方法

就職内定者を対象に、就職内定先から従来の業務を改善する課題をいただき、どのような改善を行うことが作業の効率化が図れるか、これまで身につけた専門知識
技術を総合的に発揮できるようになる。

　【到達目標】　

１．業務の改善を必要とする課題を解決するアイデアをまとめることができる。

　【授業の学習内容】　

科 目 名
（英語表記）

特別研究課題
必 修
選 択

必修選択 年 次 卒業年次 担当教員 就職内定先企業

授 業
形 態

演習
総時間
（単位）

２．課題を解決するアイデアを実践することができる。

課題を解決するアイデアを実践して効果を検証する　（１）

授　業　計　画　　・　　内　容

業務の改善を必要とする課題を解決するアイデアを考える　（１）

業務の改善を必要とする課題を解決するアイデアを考える　（２）

業務の改善を必要とする課題を解決するアイデアを考える　（３）

業務の改善を必要とする課題を解決するアイデアを考える　（４）

業務の改善を必要とする課題を解決するアイデアを考える　（５）

課題を解決するアイデアを報告し、質疑応答を行う

課題を解決するアイデアのブラッシュアップを行う　（１）

課題を解決するアイデアのブラッシュアップを行う　（２）

ブラッシュアップしたアイデアを報告し、質疑応答を行う

課題を解決するアイデアを実践することで得られた結果を検証し、その報告内容によって評価する（100%）。

課題を解決するアイデアを実践して効果を検証する　（２）

課題を解決するアイデアを実践して効果を検証する　（３）

課題を解決するアイデアを実践して効果を検証する　（４）

検証結果をまとめる

検証結果の報告を行い、今回の課題改善の振り返りを行う

現場経験を積みながら、業務内容をメモしたものを、ノート、word、excelにまとめる。



 ２０１９年度　シラバス

ペットトリマー&ドッグトレーナー専攻

（Practical　Assignment　ｆｒｏｍ　ａ　Workplace） 90 開講区分 前期

専攻名 ペットトリマー&ドッグトレーナー専攻 （６） 曜日・時限 随時

１回目

２回目

３回目

４回目

５回目

６回目

７回目

８回目

９回目

１０回目

１１回目

１２回目

１３回目

１４回目

１５回目

準備学習
時間外学習

評価方法

就職内定者を対象に、就職内定先よりお客様が喜ぶようなイベントを考える課題をいただき、イベントの企画・立案を行う。
プレゼンテーション後に企画が採用されたら、その企画を実践する。
実施後には、振り返りを行い就職後の業務に活かす。

　【到達目標】　

１．お客様が喜ぶイベントの企画を立案することができる。

　【授業の学習内容】　

科 目 名
（英語表記）

卒業企業課題
必 修
選 択

必修選択 年 次 卒業年次 担当教員 就職内定先企業

授 業
形 態

演習
総時間
（単位）

２．企画したイベントについて、現場の担当者にプレゼンテーションすることができる。

３．採用されたイベント企画を実践することができる。

採用されたイベント企画を実践する準備をする　（２）

授　業　計　画　　・　　内　容

イベントの対象となるお客様を絞り、そのお客様のことを調べる　（１）

イベントの対象となるお客様を絞り、そのお客様のことを調べる　（２）

イベントの対象となるお客様を絞り、そのお客様のことを調べる　（３）

お客様に合うイベントを企画・立案する　（１）

お客様に合うイベントを企画・立案する　（２）

お客様に合うイベントを企画・立案する　（３）

企画したイベントについて、現場の担当者にプレゼンテーションする

プレゼンテーションでいただいた意見を参考に企画をブラッシュアップし、再度プレゼンテーションする

採用されたイベント企画を実践する準備をする　（１）

イベントの企画・立案力：30%
プレゼンテーション力：30%
実践力：40%
上記の３段階に分けて、それぞれの評価を行う。

　【使用教科書・教材・参考書】　


採用されたイベント企画を実践する準備をする　（３）

企画したイベントの実践　（1）

企画したイベントの実践　（２）

企画したイベントの実践　（３）

イベントの振り返りとまとめ

現場経験を積みながら、業務内容をメモしたものを、ノート、word、excelにまとめる。



 ２０１９年度　シラバス

ペットトリマー&ドッグトレーナー専攻

（Practical　Assignment　ｆｒｏｍ　ａ　Workplace） 90 開講区分 後期

専攻名 ペットトリマー&ドッグトレーナー専攻 （６） 曜日・時限 随時

１回目

２回目

３回目

４回目

５回目

６回目

７回目

８回目

９回目

１０回目

１１回目

１２回目

１３回目

１４回目

１５回目

準備学習
時間外学習

評価方法

就職内定者を対象に、就職内定先よりお客様が喜ぶようなイベントを考える課題をいただき、イベントの企画・立案を行う。
プレゼンテーション後に企画が採用されたら、その企画を実践する。
実施後には、振り返りを行い就職後の業務に活かす。

　【到達目標】　

１．お客様が喜ぶイベントの企画を立案することができる。

　【授業の学習内容】　

科 目 名
（英語表記）

卒業企業課題
必 修
選 択

必修選択 年 次 卒業年次 担当教員 就職内定先企業

授 業
形 態

演習
総時間
（単位）

２．企画したイベントについて、現場の担当者にプレゼンテーションすることができる。

３．採用されたイベント企画を実践することができる。

採用されたイベント企画を実践する準備をする　（２）

授　業　計　画　　・　　内　容

イベントの対象となるお客様を絞り、そのお客様のことを調べる　（１）

イベントの対象となるお客様を絞り、そのお客様のことを調べる　（２）

イベントの対象となるお客様を絞り、そのお客様のことを調べる　（３）

お客様に合うイベントを企画・立案する　（１）

お客様に合うイベントを企画・立案する　（２）

お客様に合うイベントを企画・立案する　（３）

企画したイベントについて、現場の担当者にプレゼンテーションする

プレゼンテーションでいただいた意見を参考に企画をブラッシュアップし、再度プレゼンテーションする

採用されたイベント企画を実践する準備をする　（１）

イベントの企画・立案力：30%
プレゼンテーション力：30%
実践力：40%
上記の３段階に分けて、それぞれの評価を行う。

　【使用教科書・教材・参考書】　


採用されたイベント企画を実践する準備をする　（３）

企画したイベントの実践　（1）

企画したイベントの実践　（２）

企画したイベントの実践　（３）

イベントの振り返りとまとめ

現場経験を積みながら、業務内容をメモしたものを、ノート、word、excelにまとめる。


